
 

 

 

昨年度末の Learning View では、単元構想のポイントについてお知らせしました。今号では、「複線型の学

び」(※)などにより全ての児童生徒が「学ぶ楽しさ」や「分かる喜び」を実感できる授業づくり（例：外国語

科）を紹介します。〔※「ここでの複線型の学びとは、学び方の道筋が複数に分かれ、児童生徒一人一人が興味や

能力などに応じて異なる学習経路を選択できる学びと定義します」：新潟県 教育月報 第 897 号より〕 

 

 

単元名：Unit８ Who is Your Hero?（５年生）【本時５／８時間】 

単元の目標：ALT に自分のことをもっとよく知ってもらうために、憧れの人とその理由を紹介しよう！ 

本時の目標：憧れの人の得意なことや性格などを言えるようにする。 

 

【導 入】 児童が目標に対する見通しをもち、自分の課題を把握する 

  ・前時までの学習を振り返り、児童と教師で評価基準を確認する。 

  ・前時までの学習（メモ）を活用し、ペアで憧れの人を紹介し合う。 

・互いにアドバイスをし合い、自分に必要な学習を考える。 

 

 

【展 開】一人一人が自分に必要な学習活動を選択する 〔複線型の学び〕 

・教師は児童のこれまでの学習過程を踏まえ、学習活動①～⑦を提示する。 

・児童は①～⑦の中から活動を選択したり、児童自身が活動を考えたりし、学習に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まとめと振返り】 

・再度ペアで憧れの人の紹介を行う。その後、良かった発表や表現などを全体で共有し、学習のまとめ

をする。 

・言語面と内容面に関して振り返り、うまくできたこと、次にがんばりたいことなどを記述し、本時の

学びや習熟度をメタ認知できるようにする。 

Learning View

 

  

上越教育事務所 学校支援第２課 Ｒ７.６.９   

児童生徒が主役の授業 「複線型の学び」 を紹介します 

・児童の学習活動を観察し、

知識・技能面や内容面での

支援を行う。 

・停滞している児童を他の児

童とつなげ、協働できるよ

うに促す。 

１時間の中での「複線型の学び」（例） 

机間指導のポイント 

提示する学習活動 

児童と確認した評価基準 



 

単元名：Unit7 My Best Memory（６年生） 

単元の目標：他県の児童に自校の自慢や地域のことを知ってもらおう！ 

時 〇児童の主な学習活動等 

１ 

～ 

２ 

①単元の見通しをもつ 

〇単元の目標を確認し、目的や場面、状況を踏まえ、相手に伝えたい内容などを全体で共有する。 

また、教師と共に評価基準を確認する。 

 

②自分の課題を把握する 

〇思考ツール等を使い、伝えたい内容のメモを作成し、クラウド内で共有する。 

〇考えた内容をペアで伝え合い、学習が必要な表現等を確認する。 

〇これまで学習してきたことや、自分自身の課題について、ペアで共有し、その後全体で共有する。 

〇ペアや全体での課題共有を通し、この単元で特に力を入れて取り組みたい学習を考える。 

 

 

 

 

 

 

〇これからの学習計画を立てる。（以下項目の例） 

 

 

 

３ 

～ 
６ 

③学習計画をもとに、学習する内容や方法を選択する 〔複線型の学び〕 

 

 

 

 

 

 

〔想定される学習経路〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 〇自校の ALT に紹介する内容を伝え、そして ALT からの簡単な質問に答える。 

８ 
〇他県の児童とオンラインで交流し、互いの学校や地域のことを伝え合う。 

〇活動を振り返り、学んだことや、これからの学習でがんばりたいことなどを考える。 

 

 

・自分の目標  ・伝えたい内容（思考ツール等のメモ） ・英語で言えること、言えないこと   

・表現の中で工夫したいこと ・目標達成のために学習すること（時間軸に書き出す）  

表現や語順などを一緒に考えた

り、教え合ったりする。 

デジタル教科書で表現の学習や

練習をする。 

する。 
紹介する内容に必要な画像等を

検索する。 

紹介する内容を他の児童と協力

しながら考える。（紙やクラウ

ド上のメモを使用） 

他者の表現メモ等をクラウド上

で参照し、自分の表現の参考に

する。 

他者の表現メモ等をクラウド

上で参照し、自分の表現の参

考にする。 

ALT や担当教師と表現の確認

をする。 

色々な友達とやりとりの練習と

アドバイスをし合う。 

色々な友達とやりとりの練習を

し、アドバイスをし合う。 

 
 

正しい表現を確認するた
めに、友達に教えてもら
おう。教科書でも表現を
しっかり学習しよう。 

 
 

表現内容を自分らしく工
夫できるように、他の人
の考えを参考にしよう。
先生とも相談しよう。 

  

自信をもって言えるよ
うにするために、色々
な人と練習しよう。そ
の時間を多くしよう。 

ALT や担当教師と表現の確認を

する。 

色々な友達とやりとりの練習を

し、アドバイスをし合う。 

色々な友達とやりとりの練習を

し、アドバイスし合う。 

 

 

 
 

 
 いつも教科書の例と同

じような表現になって
いるから、自分らしい
表現にしたいなぁ。 

本番はいつも緊張して、
上手に話せないなぁ。も
っとスラスラ言えるよう
になりたいなぁ。 

英語を話すことは楽し
いけれど、自分の英語
が正しい表現なのか不
安だなぁ。 

単元を通した「複線型の学び」（例）

今回は２つの例を、外国語をモデルに紹介しました。他教科でも共通する部分があるのではないでしょう

か。教科や単元によって、様々な複線型の学びが考えられますが、共通する目的は、全ての児童生徒が３つ

の資質・能力を身に付けることです。そのためにも、ICTを活用しつつ、児童生徒の発達段階や、習熟度、

学習スキルに応じて、必要な知識・技能が習得できるように指導を工夫すること、そして児童生徒が様々な

学び方を経験できるよう意図的、計画的に仕組んでいくことが大切です。 

授業づくりの視点としてご活用いただければと思います。 

 


